
 

  

  

  

公表：  2024 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」南栗橋校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
〇  

個別支援の為各ブースの

適切なスペースを確保でき

ている 

快適に支援を受けていただける

よう、支援スペースの確保を継

続していく 

②  職員の配置数は適切である  〇  

安全にご利用いただけるよう

に、教室全体で見守りを行

っています。 

入退出時に児童数が多く、なる

ので、安全に配慮していきます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

〇  

パーテーションで区切 

る等、集中できる環境 

づくりをしておりま 

す。 

構造上、トイレ前に段差がある

ので、踏み台を置き、安全に利

用できるようにしています。けが

防止のためコーナーガードの設

置をしております。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

〇  

日々の清掃や感染対策 と

して消毒や換気を行 ってい 

る。机や配置などもお子様

に合わせ 変えている。視覚

的にもわかりやすい工夫も

している。 

引き続き継続していく。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
〇  

毎日、職員間で情報共 

有し、見直しの機会を 

設けています。 

PDCA サイクルの質を高め、さら

に 業務改善に努めるようにして

いく。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

〇  

フィードバック時に保 

護者から意見や要望を 

細かく聞くようにして 

います。 

アンケートの他、日頃の保護者

様と のコミュニケーションにおい

て、ご意見 頂いた事に対しては

真摯に受け止め対応していく 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

〇  
ＨＰや教室内で見られるよ

うにしている。 

保護者へのご案内を行い、確 

認しやすいような環境づくりを行 

う。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
 〇 

外部評価については実地

指 導があるが、今年は対

象になっていな い。 

発達支援研究所の協力を得 

て、業務改善に繋げていく。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
〇  

毎月法人内で開催して 

いる 研修に参加している。 

今後も資質向上のため、定 

期的な研修を行います。 

適

切

な

支

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

〇  

面談時の聞き取りや医師

からの所見、相談支援事

業所からの計画を参考にさ

せていただいています。 

聞き取りもそうだが、話しの内容

を職員間で共有し支援計画へ

反映していく。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

援

の

提

供 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
〇  

統一したアセスメントツー ル

を使用している。 

会社で作成したものがあるが、

常に内容は確認し改善が必要

なところについては随時行ってい

く。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

〇  

お子さんに合った項目 を設

定し、何を行なっていくのか

具体的に設定している。 

これからも、支援内容について 

は、ガイドライン等を参考にさせ

ていただきながら作成を心がけて 

いきます。 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  〇  

計画についても常に確認が 

できるような体制 を整え、 

計画に沿って 支援を行って 

いる。 

支援計画は常に確認を行い、

必要に応じて話し合いを行いな

がら進めていきます。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  〇 

 

基本個人で計画は考え る 

が、共有や相談は適 宜行

っている。 

個人で行っているが、その都度 

修正が必要なことに関しては話 

し合いを徹底していく。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  〇 

 

気付いたこと、変化等 あれ

ば、その都度、職 員全体

で話し合っています。 

お子様の様子や保護者様 のニ

ーズを共有し、プログ ラムが固

定化されないよう にしていく。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
〇  

個別支援を基本とし て、イ

ベントで集団支 援を行って

います。 

基本、個別支援で行っていま

す。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
〇  

朝礼時に確認を行なった 

り、個別でも確認を行って

い る。また、スプレットシート

での共有も行っている。 

話し合い内容で、共有方法 を

変えながら進めていきます。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

〇  

毎日、職員間で情報共 有

し、見直しの機会を 設けて

います。 

気になることがあれば時間を作り 

都度対応できるようにしていきま 

す。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
〇 

 

次回の支援までには必ず

記 録作成をしている。 

作成のみとならず、確認作業の 

徹底も行っていきます。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
〇  

最低でも 6 ヵ月に 1 回 モ

ニ タリングを行い、 個別支

援 計画の見直し を行って

いる。 

6 ヶ月に 1 回以上見直しを 行

っています。 

関

係

機

関

や

保

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

〇  

教室内の状況のふまえ、で

きる限りふさわしい ものが参 

加できるよう にしている。 

教室内で調整を行いふさわしい

者が参加 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
〇 

 

相談支援事業所や保育

園との連携をお行っている。 

要望等を確認しながら必要に

応じて連携を行っていくようにい

たします。 



 

  

護

者

と

の

連

携 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

 〇 対象者なし。 

医療的ケアが必要なお子様の 

受け入れ経験がありません。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

 〇 対象者なし。 

医療的ケアが必要なお子様の 

受け入れ経験がありません。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

〇 

 

今後、希望があれば、 情

報共有等を行います 

相談支援事業所とも相談 しな

がら進めさせていただ きます。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

〇 

 

今後、希望があれば、 情

報共有等を行いま す。 

相談支援事業所とも相談 しな

がら進めさせていただきます 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

 

 〇 

今後、機会があれば助 言

等をいただいていき ます。 

相談支援事業所とも相談 しな

がら進めさせていただきます。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある    
〇 

交流の機会は設定して い

な い。 

個別支援が基本のため、行 っ

ておりません。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
〇  

毎回、参加するように して

います。 

開催の発信などについては すぐ

に対応できるようにしていきま

す。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
〇  

毎回支援後にフィードバッ 

クを行なったり、 事業所内 

相談を実施し ている。 

こちらからも気になる点等があれ

ば声掛けをさせていただきます。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

〇  

毎回、フィードバックの際に

相談を受けています。しか

し、ペアレントトレーニングは

行 っていません。 

資格取得などにも目を向 け、ペ

アレントプログラムなども開催で

きるように検 討をしていきます。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
〇  

契約時に必ず行っている。 疑問点がないかなどの確認 もさ

せていただき、理解していただけ

るよう努めます。 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

〇 

 

個別支援計画、モニタ リ ン 

グ 記 録 書 を 提 示 し、

説明を 行ったうえ でサイン

をいた だいて いる。 

丁寧な説明を心がけ同意を い

ただくようにしていきます。 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
〇 

 

フィードバック時に事 業所

以外の様子等を聞 かせて

いただきながら 対応してい

ます。 

保護者様の気持ちを受け止 め

ながら、必要な助言をさせてい

ただきます。 



 

  

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
 〇 実施できていない。 

今後、保護者会等の開催を 

検討したいです 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

〇  

相談や申し入れについては 

できる限り迅速に対応を行 

うように意識している。 

何かあればご相談いただければ

すぐに対応致します。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

〇  

LINE・ブログ・インスタグラ

ム・教室掲示等で情報発

信を行っております。 

職員で協力し漏れのないよう対

応していきます。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  〇  
不在時は、鍵付き書庫 に

て保管しています。 

教室内で完結するように細心の

注意を払っておりま す。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
〇  

出来る限り対応できる よう 

に職員全体で取り 組んで

いる 

今後も継続して取り組んでまい

ります。 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 〇 

地域の人を招待する活動

は 行っていない。 

個別療育を行っているため、地

域へ出ての活動は難しくなって

おります。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

〇  

マニュアルについては いつ 

でも確認ができるようにな っ

ている。訓練についても

様々なパターンを想定して

毎月実施している。 

常に最新のものを準備できるよ

う対応していきます。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

  

〇 

 月 1 回実施している。 開催の有無について保護者へも

わかりやすいように周知させてい

ただきます。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
〇  

服薬の確認や癲癇について 

は保護者と情報共有を行

っている。 

お子さんの様子については常に

把握ができるようにしておりま

す。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
 〇 

食事の提供はしていない。 食事の提供はありません。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
〇  

適宜作成共有を行い再発

防止に努めている。 

職員間で話し合いを行い、 再

発防止に努めます。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
〇  

虐待防止委員会の設置を

行い、年 2 回の虐待防 止

研修を行っておりま す。 

今後も継続して取り組んでまい

ります。 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

〇  

身体拘束が必要な場合に 

は、教室での話し合いをし、

保護者へ確認 を行い、 行

政とも情報 共有を行って 

いる 

確認の徹底を行い、情報共 有

に努めます。 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2024 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」南栗橋校         保護者等数（児童数）： 18   回収数：11  割合： 61％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
10 1   

個別スペースがあっ

ていいと思う。 

パーテーションだけだ

と他の物に目がいき

集中できない。 

お子様が集中して物事に 

取り組めるようにお声がけ

をするなど配慮していきま

す。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     8 2  1 
声掛けなどで、本人

のやる気が出る。 

できる限り職員配置につ

いては適正での対応をし、

ご迷惑が掛からないように

配慮致します。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

11    
トイレがわかりづら

い。 

ブースが区切ってあるため

わかりやすい配慮はさせて

いただき、教室内の段差

もなく安全 面への配慮も

できております。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        
9 2   完全個室希望 

毎日掃除を行っており、

支援が終わるとブース内の

消毒も行っております。余

暇で過ごせる空間も広く

活動に合わせた空間とな

っております。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  10 1    

常にわかりやすい計画を

意識して作成させていただ

いております。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

8 2  1  

1 人 1 人に合った支援 

ができるよう対応しており

ます。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  10 1   

いつも内容が同じ

で、変化やステップ

アップが感じられな

い。 

全職員が支援計画を把 

握し、計画に沿った支援

ができるようにしておりま

す。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
9 1 1  

好きなことを伸ばせ

るようにやってくれて

いる。 

きらりではプログラムはその

都度検討させていただい

ているため、固定にならな

いように工夫している。 

⑨  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
2 3 1 5  

必要に応じで対応させて

いただきたいと思います。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
11     

契約時に保護者の方へ 

説明を行っておりま す。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

11     

個別支援計画所を提示 

し、納得したうえでサインを

いただくように しておりま

す。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
3 4 1 3  

現在資格取得者がいな 

いため、対応ができており

ません。対応できるように

なりましたらご案内させて

いただきます。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

9  1 1 
日頃の状況を話す

機会がない。 

今後も困り感に耳を傾 

け、早急に対応ができるよ

うに進めていきます。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
9  1 1  

FB や個別支援計画の 

更新の時などにお話しを

伺っている。必要に応じて

事業所内相談の対応も

させていただいております。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

1 3 3 4  

今後、機会があれば開 

催していきたいと思い ま

す。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

8  1 2  

相談については随時対 

応させていただいており、

必要に応じて事業所内

相談の対応をさせていた

だいております。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
9 1  1  

HP や LINE・インスタ グ

ラムでお知らせ等、お伝え

していきます。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

5 1  4  

ブログや掲示物にて活動 

概要 や行事予定を発 

信しています 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  11     

鍵付き書庫を使用し、 

適切に管理しておりま 

す。 



 

  

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  
 9   2  

マニュアルについては作成

し保管してありま す。保

護者に対しても契約時に

説明を行っております。防

災訓練は定期的に実施

しており ます。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
3 1  7  

毎月 1 回防災訓練を行 

っております。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  11    
いつも行くのを楽し

みにしています。 

貴重なご意見ありがとうご

ざいました。今後も通うの

が、楽しみになるような環

境作りをしていきます。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  10 1   

いろいろなことに興

味を持って取り組め

ていると思います。 

年齢の高いお子様

向けに感じる。 

貴重なご意見ありがとうご

ざいました。今後も通うの

が、楽しみになるような環

境作りをしていきます。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


